
（1）利用目的
　生体試料の軟Ｘ線に対するコントラストを計測し，最適な試料処理方法と，最適な観
察波長を選択する．
（2）実験方法
　密着型の顕微鏡にて，種々の染色処理や包埋をしたラット肝細胞等の生体資料を観
察．波長7～18 nmの軟Ｘ線に対するコントラストを解析することで最適化をする．
（3）実験結果
　幹細胞の染色と包埋を変えた試料の透過率変化を図に示す．包埋に利用したエポキシ
やアクリルとのコントラスト差より，アクリルで包埋し，染色しないサンプルEを波長13 
nm付近で観察すると最もコントラストが良くなることが分かった．
 （4）成果の波及効果、今後の見通し
　EUVリソグラフィー技術を応用可能な波長13.5 nmでの軟Ｘ線顕微鏡が固定生物細胞観
察に応用できる．よって，コネクトーム計画等
の膨大な試料を高分解能で観察する必要がある
場合に，広視野で高分解能な波長13.5 nmの軟
Ｘ線顕微鏡が最適である．
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図面等
　マウスの肝細胞試料の軟X線透過率．
　包埋と染色方法依存性．
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利用成果の概要
　軟Ｘ線を使った密着型顕微鏡で生体試料を観察した．得られたコントラス
トより，EUVリソグラフィー同様の波長13.5 nmの顕微鏡が広視野で超高分
解能（～10 nm）な光学顕微鏡として有用であることを明らかにした。
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